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令和5年7月25日
九州クルーズ振興協議会

セミナー資料②

福岡市経済観光文化局クルーズ課

持続可能で地域活性化につながる
クルーズ船の受け入れとは



クルーズ船寄港回数

博多港におけるクルーズ客船寄港数の推移
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2023・2024年は
7/1時点の寄港予定回数

①-福岡市

寄港地ツアーの状況

●特定施設（観光地・免税店等）へ来訪が集中 市内の観光地、商業施設付近
において、交通混雑が発生キャナルシティ周辺

福岡タワー周辺

コロナ前（2018年ごろ）

市民からの声
・通勤・通学のときに危険
・観光バスが路上駐車している

市民生活に
大きな影響

①-福岡市



＜入力・確認事項＞
■寄港情報
■寄港地観光に関する通達事項
■ツアー行程（来訪施設・時間等）
■運行バス台数 等

入力

「ランドオペレーター」同士がNAVIの入力を通して訪問施設の容量を確認

⇒訪問先や訪問時間の分散化を行うシステム

訪問先の重複をなくして
オーバーツーリズムの
解消を実現

クルーズ
NAVI

交通渋滞への取り組み

クルーズNAVIシステム

入力

ランドオペレーターC ランドオペレーター B

ランドオペレータ―A

入力

重複防止

重複防止

重複防止

①-福岡市

クルーズNAVI（例）

ランドオペレーター各社が各自の行程情報を入力
↓
各社間では施設名は共有されないが、訪問施設・時間の重複
ができないシステム（一定のバス台数以上の入力が不可）

個別行程表イメージ

①-福岡市

ランド名 行程数 バス台数

ランドＡ社 1台

ランドＢ社 1台

ランドＣ社 4台

ランドＤ社 5台

計 11台

ランド名 行程№ 行程名 9

ランドＡ社 港 柳川川下り、散策 ショッピング

ランド名 行程№ 行程名 9

ランドＢ社 港 糸島・二見が浦散策 食事処 アイランドシティ

ランド名 行程№ 行程名 9

ランドＣ社 港 太宰府天満宮 大濠公園

ランドＣ社 港 太宰府天満宮 大濠公園

ランドＣ社 港 太宰府天満宮 大濠公園

ランドＣ社 港 太宰府天満宮 大濠公園

ランド名 行程№ 行程名 9

ランドＤ社 港 大濠公園 太宰府天満宮

ランドＤ社 港 大濠公園 太宰府天満宮

ランドＤ社 港 大濠公園 太宰府天満宮

ランドＤ社 港 大濠公園 太宰府天満宮

ランドＤ社 港 大濠公園 太宰府天満宮

10

10

10

10

11

11

13 14

11 12 13 14

12

13 14

11 12 13 14

12



クルーズNAVI システム導入後の効果 ①-福岡市

R4年11月4日 「にっぽん丸」が２年９か月ぶりに寄港（国内クルーズ受入再開）

R5年3月30日 「ボレアリス」（世界一周）（外航クルーズ受入再開）

4月 3日 「シルバーウイスパー」

4月21日 「スター ブリーズ」

4月22日 「クイーンエリザベス」

5月22日 「ル ソレアル」

5月28日
「ブルー ドリーム スター」
（中国発着クルーズ再開、試験運航）

6月22日 「チャイナ・マーチャンツ・エデン」

7月30日 「MSCベリッシマ」（予定）

＜クルーズの再開＞

コロナ後の寄港状況

令和4年11月以降34隻が寄港（内8隻が初寄港）(7/25現在)

再開後の初寄港のクルーズ船

①-福岡市



コロナ前後の寄港地ツアーの状況

主な訪問施設
コロナ前 コロナ後2018年 2023年

免税店来訪率が大幅に減少

免税店39%

10%
8%7%

36%

大濠公園・福岡城跡 福岡タワー その他

免税店

太宰府天満宮

20%

11%

8%
6%5%5%

45%

island eye 福岡タワー
宗像大社 免税店

太宰府天満宮

大濠公園・福岡城跡

①-福岡市

本格再開後の課題

来春以降大型クルーズ船が寄港予定

5000人以上の乗客が一度に寄港

交通混雑発生の可能性 高

寄港地観光の訪問先・時間の更なる分散化
新たな寄港地観光の訪問先開拓が必要

Spectrum of the Seas

①-福岡市



長崎県の現状と課題 ①-１ 長崎県

長崎県

釜山

東京

長崎県の現状と課題 ①-２ 長崎県

■長崎県クルーズ振興協議会規約（抜粋）

第1章 総 則

（目的）
第2条 本協議会は、長崎県の諸都市、観光地、港湾の有機的な連携促進を図り、
一体的にクルーズ客船誘致、観光・物産振興ならびに観光を中心とする産業の活性
化を推進するとともに、効果的なクルーズ振興を図ることにより、長崎県全体の地域
振興に寄与することを目的とする。

（事業）
第3条 本協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
（１） クルーズ振興策の企画実施
（２） クルーズ振興イベントの企画実施
（３） クルーズ振興に関する広報宣伝および啓発
（４） クルーズ客船誘致および観光資源を活かした国内外から観光客誘致
（５） クルーズ振興のための分野間の連携促進
（６） 歓迎行事開催助成金の交付
（７） その他協議会の目的を達成するために必要な事業



長崎県の現状と課題 ①-３ 長崎県

長崎県の現状と課題 ①-４ 長崎県

■長崎県内でクルーズ船の誘致に取り組んでいる８港

港名 所在市町名 備考

長崎港 長崎市

佐世保港 佐世保市

川内港 平戸市

厳原港 対馬市 離島港

郷ノ浦港 壱岐市 離島港

福江港 五島市 離島港

小浜港 雲仙市

青方港 新上五島町 離島港



長崎県の現状と課題 ①-５ 長崎県

令和５年７月25日（火）

鹿児島県 観光・文化スポーツ部 ＰＲ観光課

MSCベリッシマから眺める桜島

持続可能で地域活性化につながるクルーズ船の受入に向けて



大阪
済州

釜山

仁川

蔚山

天津

青島

那覇

本部
奄美大島

平良

石垣

佐世保

長崎
八代

博多

鹿児島
高知

広島

1日圏 2日圏 3日圏
屋久島

上海

香港

厦門

高雄

基隆

広州 花蓮

◇巨大なマーケットである東アジアの中心に位置

◇世界自然遺産である屋久島や奄美大島・徳之島をはじめ自然豊かな離島

◇太平洋及び東シナ海にアクセスでき，世界を周遊する欧米船にとっても寄港しやすい位置

①現状と課題ｰ鹿児島県

鹿児島の位置鹿児島の位置

鹿児島港

志布志港

西之表港
（種子島）

宮之浦港
（屋久島）

名瀬港
（奄美大島）

平土野港（徳之島）

湾港（喜界島）

和泊港（沖永良部島）

与論港（与論島）

古仁屋港（奄美大島）

本部港

那覇港

22万トン対応
11万トン対応
８万トン対応
５万トン対応
３万トン対応

ラグジュアリー船等の例
10万トン前後

ダイヤモンドプリンセス
クイーン・エリザベス

8万トン級
ウエステルダム

5万トン級
飛鳥Ⅱ
セブンシーズ・エクスプローラー
シルバーミューズ
チャイナ・マーチャンツ・アデン
バイキング・オリオン

3万トン級
にっぽん丸
アザマラ・クエスト
シルバーウィスパー

1万トン級
ル・ソレアル
スター・ブリーズ
ヘリテージアドベンチャラー
ハンセアティックネイチャラー
※茶字のクルーズ船は，離島への入
港実績があるもの。

北ふ頭
（中小型船の受入拠点）

マリンポート
（大型船の受入拠点）

鹿児島港世界遺産クルーズ

（高速船運航）

○３つの世界遺産を有する強みを生かし，離島をめぐる世界遺産クルーズを提案。
○鹿児島港においては，日本一のクルーズ拠点を目指し，北ふ頭を中小型ラグジュアリー船の受入拠点，マ
リンポートを大型船の受入拠点とし，クルーズ船の需要増・大型化に適切に対応。

①現状と課題ｰ鹿児島県

鹿児島の港鹿児島の港
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

乗客数（人）寄港回数

その他

奄美大島

屋久島

種子島

鹿児島港

乗客数（鹿児島港）

鹿児島港 18 34 23 33 53 83 108 100 106 4 2 3
種子島 6 3 1 2 4 5 3 2 6 0 0 0
屋久島 23 15 17 16 19 18 24 24 17 1 1 18
奄美大島 6 13 10 15 7 8 15 22 22 2 0 9
その他 3 4 3 4 1 3 3 3 5 0 0 1
計 56 69 54 70 84 117 153 151 156 7 3 31

鹿児島県各港への寄港数の推移鹿児島県各港への寄港数の推移

①現状と課題ｰ鹿児島県

出港時のアトラクション

鹿児島県海外観光客受入協議会
鹿児島県
鹿児島市
鹿児島商工会議所
（公社）鹿児島県観光連盟
（公財）鹿児島観光コンベンション協会
ＮＰＯ法人ゆめみなと鹿児島

通訳ボランティア

おもてなし隊
（現在約2,800名が登録）

県民・民間・行政が一体となった鹿児島港での受入体制

県産品の販売事業者

×

県民による出迎え・見送り

観光案内所の様子 着物体験

おもてなし隊製作の折り紙 おもてなし隊撮影の船の写真

県産品の販売の様子

①現状と課題－鹿児島県

県民によるおもてなし県民によるおもてなし



鹿児島港

霧島神宮

雄川の滝

仙巌園

天然砂蒸し温泉

知覧武家屋敷

開聞岳

黒酢の壺畑

桜 島

かのやばら園

南の宝箱 鹿児島南の宝箱 鹿児島
①現状と課題－鹿児島県

①現状と課題 ②対応と工夫－鹿児島県

受入の課題と対応受入の課題と対応

・港のアクセスの悪さ

・港周辺の渋滞

・雨天時の対応

・観光地の分散化

（地方への効果波及）

・受入体制（人員）の強化

・離島における受入体制

・マップで最寄りの公共交通
機関を案内

・船社によるシャトルバス

・浮桟橋を活用し，水上での
移動検討

・受入体制について関係
者間で協議

・船舶を利用し大隅地域へ

・ＪＲ等を利用しこれまでよ
り遠方の地域へ

課題 対応



福岡市観光・MICE推進プログラム

■九州のゲートウェイ都市機能強化

■MICE都市としてのプレゼンス向上

■地域や市民生活と調和した
持続可能な観光振興の推進

観光・MICE推進プログラムの方向性
（3つの柱）

②-福岡市

歴史・自然・グルメなど多彩な福岡の魅力 ②-福岡市



クルーズ振興への対応と工夫

(１)地域の魅力発掘×FIT推進
• 歴史、自然、食など
観光資源を生かした魅力的なツアー

• 体験型・サステナブルツーリズムの推進
実施例）さくらツアー、博多どんたく参加、植林体験

九州のゲートウェイ都市機能強化

②-福岡市

クルーズ振興への対応と工夫

福岡都市圏・九州周遊
モデルコースの企画・提案

写真提供：熊本城総合事務所

②-福岡市



●主な観光訪問先の観光バス受入台数の調整

クルーズ振興への対応と工夫

地域や市民生活と調和した持続可能な観光振興の推進

クルーズNAVIを活用した訪問先・時間の分散化の推進

(3)観光と市民生活の調和

●クルーズ船客のマナー改善

観光客のマナー向上

交通事業者等との連携

●公共交通機関の利用促進、タクシー協会との連携

②-福岡市

クルーズ船受入れの対応と工夫 ②-１ 長崎県

■クルーズ客船の歓迎行事の実施

【長崎港（松が枝岸壁）】
入出港日時：２０２３年３月２５日（土）９：００～１８：００
船 名：ＭＳＣポエジア
場 面：ＭＳＣポエジア出港状況



クルーズ船受入れの対応と工夫 ②-２ 長崎県

■クルーズ船社や旅行会社を招へいした現地視察

クルーズ船受入れの対応と工夫 ②-３ 長崎県

■ツーリズムＥＸＰＯジャパン2022クルーズコーナーへの長崎県ブース出展



クルーズ船受入れの対応と工夫 ②-４ 長崎県

■長崎県内８港の情報発信（雑誌CRUISE）

①現状と課題 ②対応と工夫－鹿児島県

受入の課題と対応受入の課題と対応

・港のアクセスの悪さ

・港周辺の渋滞

・雨天時の対応

・観光地の分散化

（地方への効果波及）

・受入体制（人員）の強化

・離島における受入体制

・マップで最寄りの公共交通
機関を案内

・船社によるシャトルバス

・浮桟橋を活用し，水上での
移動検討

・受入体制について関係
者間で協議

・船舶を利用し大隅地域へ

・ＪＲ等を利用しこれまでよ
り遠方の地域へ

課題 対応



桜島へ

南薩，大隅，離島へ

最寄り
市電駅

市街地へ

浮桟橋等を活用し，水上での移動を検討

②対応と工夫－鹿児島県

受入の課題と対応受入の課題と対応
港周辺の渋滞緩和
市街地でのバス駐車場不足に対応
寄港地ツアーの多様化

②対応と工夫－鹿児島県

受入の課題と対応受入の課題と対応

・地元漁協にて，大漁旗や刺身試食など
のおもてなし
・地元食材（カンパチや豚など）を使用
したランチ

貸切小型船で大隅半島へのツアー実施 貸切桜島フェリーで港から直接桜島へ

「地元のおもてなし
に感動」
「また来たい！」
「渋滞なく快適♪」
「ふるさと納税しま
す！」

・クルーズ船寄港後，隣で待機している
桜島フェリーに乗り換えて，桜島に直行

船舶等を利用し大隅地域へ 港周辺の渋滞緩和，地方への効果波及



太平洋側の港（東京都，静
岡県，和歌山県，高知県）と
連携し，情報共有や，共同で
のクルーズイベントへの出展

②対応と工夫－鹿児島県

誘致活動での工夫誘致活動での工夫

全国の港と連携 県内自治体と連携

県内市町村と合同での
船社セールスにより，受入
対応や寄港地観光の詳細
を説明

地元の熱意を伝えること
による効果期待

観光素材の発掘・企画

現地セールス

視察対応

■地元商店街との連携

消費拡大にむけて

民間事業者と連携し、
クルーズ客に福岡市で消費してもらうための取り組み

地元商店街と連携した観光ツアーの提案など

■商談会の開催
旅行会社・船社・観光施設・飲食店等のマッチングを行い
寄港地観光の満足度向上と地域経済の活性化を目指す

クルーズ商談会の様子 西新商店街川端通商店街

③-福岡市



九州のゲートウェイ都市として広域周遊を推進

クルーズツアーの広域周遊への展開

© K.P.V.B

③-福岡市

クルーズ船入港に伴う消費拡大と戦略 ③-１ 長崎県

■寄港地観光の広域周遊拡大に向けて
長崎港 ⇒ 島原半島

長崎港

島原半島



クルーズ船入港に伴う消費拡大と戦略 ③-２ 長崎県

■寄港地観光の広域周遊拡大に向けて
佐世保港 ⇒ 平戸エリア

佐世保港

平戸エリア

クルーズ船入港に伴う消費拡大と戦略 ③-３ 長崎県

■寄港地観光の広域周遊拡大に向けて
長崎港・佐世保港 ⇒ 新たな新天地の開拓

長崎港

佐世保港



港のバス駐車場を適正に管理するとともに，県，情報共有団体，ランドオペレーター，観光施設のやりとりを
一元化し，観光地周辺における混雑緩和を図る「クルーズＮＡＶＩシステム」を令和元年９月に導入

クルーズＮＡＶＩシステムの概要 【県】
（港湾空港課・ＰＲ観光課）

③消費拡大と戦略－鹿児島県

クルーズナビシステムによる情報共有クルーズナビシステムによる情報共有

クルーズナビによる情報共有クルーズナビによる情報共有

③消費拡大と戦略－鹿児島県

消費拡大に向けた取組消費拡大に向けた取組

経済波及効果を上げるには・・・

上質な寄港地観光

買い物や食事等の機会創出 買い物や食事等の単価アップ

寄港地観光における買い物や食事等における消費額アップ

クルー（乗組員）の消費額（買い物や食事等）

船社手配のシャトルバス借上料

乗船客の旅行前支出の一部
（ツアー代金内訳）

バス借上料 有料施設利用料 等

乗船客の上陸後の消費額（買い物や食事等）

クルーズ船の経済波及効果



上質な寄港地観光の企画・提案

○少人数限定・貸切
例）醸造所（焼酎）での杜氏と畑・蔵見学

小型貸切船で市街地～川を遊覧（桜花見）

○環境・自然保護への配慮
例）船内で屋久杉・森の魅力を伝えるプログラム

フードロス問題に取り組む酒造会社の取組を学ぶ

○地域の食や文化・コミュニティの体験
例）枕崎の食文化（鰹節工場～出汁教室～かつお藁焼き）

知覧の風土と文化（武家屋敷群～製茶～醸造所）

○スペシャリストのコーディネート
例）甑島の化石に係る甑ミュージアム学芸員と地質調査

喜界島のサンゴ礁科学研究所とマリンアクティビティ

○浮桟橋を活用した広域的ツアー
例）マリンポートから大隅半島へ

・佐多岬と雄川の滝を巡るツアー
・垂水の猿ヶ城渓谷キャニオニング体験

◎ 「本物」，「特別感」，「季節感」，「高級感」，「個人的」，「体験」といった
ことをキーワードに，「定番ではない」，「鹿児島ならでは」の観光素材の
発掘・磨き上げ

上質な観光素材の発掘・磨き上げ
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③消費拡大と戦略－鹿児島県

上質な寄港地観光の提案上質な寄港地観光の提案

今後のクルーズ振興について

ワールドクルーズの誘致

欧米、台湾、香港、東南アジアなど

最後に

都市インフラを活用した
フライ＆クルーズの促進

博多発着、ラグジュアリー船誘致

多様な地域からのクルーズ船の受け入れ

最後の主張-福岡市



最後の主張 ④ 長崎県

今後の長崎県のクルーズ活性化に向けて

Nagasaki Prefectural Government

④最後の主張－鹿児島県

最後に・・・最後に・・・

地元住民
の生活

住民の理解
と気運醸成

クルーズの
経済効果

新たなビジ
ネスチャン
ス

寄港地

鹿児島県の観光全体の発展

寄港地
受入準備誘致

港の整備

二次交通体制整備

観光地整備

寄港地観光発掘・造成

通訳・観光案内の養成

スムーズな入出港

満足いただける
寄港地観光

地域の実状に合った誘致が，持続可能な受入と地域活性化につながる

受入


